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【調査研究の概要】

・輸入された遺伝子組み換え（GM）ナタネの自生による遺伝子汚染が起きている。私たちはこの実態を明らか

にすべく、全国の市民に呼びかけて調査を行なってきた。ナタネの輸入港及び油糧会社への輸送路周辺の調査を

主として行なってきたが、全国の市民が取り組んだ結果、住宅地や飼料工場周辺でも自生が確認された。

・その後、各地で多年草化したり、世代交代を繰り返した GM ナタネが確認され、その結果、ラウンドアップ

とバスタの両方に耐性をもつナタネが見つかるなど、本来の性質とは異なる GM ナタネも見つかっている。

・2008 年にはカラシナとの交雑種が見つかり、2009 年にはブロッコリーとの交雑種を確認。

・2011 年、簡易キットによる一次検査で陰性（遺伝子組み換えでない）と判定したナタネが 2 次検査の PCR

法分析では陽性と判定されたナタネが見つかり、「隠れ GM ナタネ」と命名。その実態を明らかにするために

2012 年は「隠れ GM ナタネ」及び「交雑種」の調査を行い、汚染地域での広がりを確認した。

【調査研究の経過】）

2012 年 3 月～7 月：福岡県博多港、鹿島港、四日市市周辺にて検体

を採取

4 月～7 月：PCR 法検査終了

7 月 7 日：福岡市で GM ナタネ調査報告会開催

7 月 11 日：院内学習会で農水省・環境省に報告

10 月 2 日：カルタヘナ議定書第 6 回締約国会議（インド・ハイデラ

バード）で GM ナタネ自生問題を報告

11 月 18 日：四日市市周辺で再調査

【今後の展望など】

・調査対象地域を拡大し、「隠れ GM ナタネ」及び「交雑種」の実態を明らかにする。

・隠れ GM ナタネは遺伝子組み換え作物固有の現象であり、原因追求に取り組んでいく。
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